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Ⅷ．ラオス実践報告書［矢部航一郎］ 

 

［授業実践の詳細］ 

時限目 「ラオスを知る・ゴミ処理問題から考える」 

１ 子どもの活動の流れ 

① アイスブレーキング 

（背中に貼られた動物について互いに質問し合い、当てる） 

② ラオスのことを特集した番組の冒頭部分を見て、ラオスについ

て知る。 

③ 国際支援と聞いて想像できる支援の具体的内容を挙げる。 

④ 日本の支援で運営されるラオスのゴミ処理施設（埋め立て

場・有機処理施設・下水処理施設）の一部を隠した写真を提

示し、その隠された部分をグループで想像して描く。 

⑤ 本時の感想と、国際支援は必要かについて自分なりの考え

を感想用紙に書く。 

 

２ 子どもの活動の成果・反応（◆…子どもの感想記述より抜粋） 

◇ アイスブレーキングは、新しい学びが始まる高揚感を演出する

一助になった。 

◇ TV 番組を見せることで、ラオスに住む人々や国の様子、直近

の課題などを子どもたちにわかりやすく伝えることができた。

ただ話して紹介するよりも効果的であったと思う。 

◇ 医療や教育・ライフラインの整備やそれにかかる経済的援助

など、子どもたちは予想していたよりも多くの分野についての

国際支援を挙げることができていた。ただし、「例えば？」と少

し深く掘り下げるとなかなかその具体的支援内容までは挙げ

ることができなかった。 

◇ 「日本の支援によるゴミ処理施設」と聞いて、ほとんどの子ども

たちは立派な建物を想像して描いた。屋外の有機処理施設や沈殿濾過されるのを待つタイプの下水処

理施設の写った正解の写真を見て、皆一様に驚いた様子であった。 

◆ ラオスは、日本とは全然違ってビックリした。下水道がそのまま流れていたりすることは日本では絶対ない

けど、そういう国もあるんだと初めて知ることができたので良かったです。 

 

３ 使用した教材 

＜教材１＞TV「未来世紀ジパングラオス」（テレビ愛知）の冒頭部分を 

一部編集した動画 

＜教材２＞世界地図    

＜教材３＞ゴミ処理施設の写真 ３枚 

1 

ラオスという国について知り、イメ

ージを膨らませる。国際支援を受

けている国やその支援の実態を知

り、自身が予想した支援の様子と

違う原因を考えることができる。 

この時限のねらい 

 

（有機処理施設を想像して描く） 

 

（話し合いの様子） 

 

 （「JAPAN」のロゴ入りの立派な施設の想像画） 
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時限目 「貿易ゲーム ～先進国・発展途上国・後発発展途上国～」 

１ 子どもの活動の流れ 

① ＜授業前準備＞２グループからそれぞれ１人ずつを国連及

び世界銀行役として選出する（その２人とは事前に打ち合わ

せを行う）。 

② 先進国（２グループ）は豊富な仮想貨幣（資産）や道具（技術）、

ごく少量の紙（資源）を受け取る。発展途上国（２グループ）は

中程度の仮想貨幣と道具、豊富な紙を受け取る。後発発展

途上国（２グループ）の受け取る物は、そのどれもが少な

い。 

③ グループで協力して決められた紙の製品を作る。その

際に必要な物は他グループと交渉（外交）して得る。作

った製品は国連で貨幣に変える。 

④ 途中途中に国連役から出る製品の買い取り価格の変

動・物の受け取り（支援）・情報カード（情報）の提示など

の新たなシチュエーションに対応しつつ、グループそれ

ぞれに仮想貨幣をより多く稼ぐことを目的に活動する。 

⑤ 本時の感想と、国際支援は必要かについて自分なりの

考えを感想用紙に書く。 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 予測通り、先進国グループはすぐさま活動に入れたが、後

発発展途上国グループは何から解決していけばいいのか

わからない様子であった。 

◇ 子どもたちは非常に活発に物や仮想貨幣の交換の交渉を

行った。どの子も夢中になって活動していた。 

◇ 巧みに交渉して先進国を凌ぐ発展途上国グループも現れ

たが、後発発展途上国が自国の力だけで発展していくの

は大変だと感じることができた様子であった。 

◆ 発展途上国と先進国の差はとても大きいと思った。どれだ

けいい道具（技術）を持っているかが大きかったと思う。も

ちろん経済力も大切！ 

◆ 私たちの班は後発発展途上国で、とても貧しかった。私が

実際にこの国の人なら「もう、やだ！」と思っていると思う。 

 

３ 使用した教材 

＜教材１＞貿易ゲーム（クリスチャン・エイド） ＜教材２＞仮想貨幣・ハサミ・コンパス・紙・情報カード など

2 

グローバル経済を疑似体験するこ

とで、後発発展途上国が自力で豊

かになるのはとても大変であり、先

進国との経済的格差が広がりやす

いことを実感することができる。後

発発展途上国の非常に苦しい様を

感じることができる。 

この時限のねらい 

 

（子どもだけでなく ALT も活動に参加） 

 

（活発な外交 有利に進めようと必死） 

 

（国連の介入 この支援は果たして有用？） 
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Ⅷ．ラオス実践報告書［矢部航一郎］ 

 

限目 「ゴミ処理問題を題材に、支援を受ける側に立って考える 

～そこにいる人・もの・課題・支援～」 

１ 子どもの活動の流れ 

① エチオピアの子どもたちの写真でフォトランゲージを行う。 

② ラオスに立派だが運営にはノウハウやコストのかかるゴミ処理

施設が支援によって建てられた場合を想定して話し合う。 

③ 現地の人たちにとって本当に必要とされる支援を考える。 

④ 本時の感想と、国際支援は必要かについて自分なりの考えを感想用紙に書く。 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 前時までは支援をする側（日本）の視点から国際支援を捉え考えていた子どもたちが多く、支援を受ける

側の実態に応じて支援の形を考えることが重要だと気づかせることができた。 

◇ 支援はし続けるべきものではなく、相手の自立を促すために行うことが大切だと主張する子が出た。 

◆ 国際支援は、支援する国についてちゃんと理解していないと意味のないことになってしまうと思いました。 

◆ 国際支援は必要だけど、ほどほどにしないと支援される国の成長はないと思います。 

 

３ 使用した教材 

＜教材１＞穀物の中で遊ぶ子供たちの写るエチオピアの写真（ユニセフ） 

＜教材２＞１時間目にグループで描いたゴミ処理施設の想像画 

＜教材３＞ラオスのウェイストピッカーの写真    ＜教材４＞ラオスの少数民族の子どもたちの写真 

 

時  限目 「現場で国際支援をしている人を知る」 

１ 子どもの活動の流れ 

① 人の役に立つ仕事をたくさん挙げ、整理する（KJ 法）。 

② その中で、国際支援につながると思う仕事を選ぶ。 

③ 看護・児童への環境教育・スポーツ指導（バレーボー

ル）・障害者支援職業訓練の各分野で支援活動に従事

するラオス滞在日本人のインタビュー動画を見て、生き

方や考え、夢に触れる。 

④ 最初に考えた以上に多くの分野に支援の場があることを感じる。 

⑤ 本時の感想と、国際支援は必要かについて自分なりの考えを感想用紙に書く。 

 

 

 

 

 

 

 

3  

4 

お金や物ではない人による支援（マンパ

ワー）の実際を知る。さらに、海外で国際

支援に従事している人の生の声にふ

れ、思いを知ることができる。 

この時限のねらい 

支援を受ける側の立場に立って、

有用な支援のあり方を考えること

ができる。<道徳：思いやり・協力> 

この時限のねらい 

 

（国際支援につながる仕事を選び出す） 
 

 

（青年海外協力隊（看護師）の 

福嶋さんへのインタビュー動画） 
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２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ マンパワーによる国際支援にも様々な活動内容があることを感じてくれた。 

◆ バレーボールなど国際支援に一見関係なさそうなものが関わっていることがわかり、国際支援の身近さが

わかった。 

◆ 青年海外協力隊の日本人は前向きで、キラキラしていた。 

◆ 国際支援活動に取り組んでいる人の話を聞いて、私も人々を笑顔にできる職に就いてみたいと思った。 

 

３ 使用した教材 

＜教材１＞ラオスで支援活動に従事する方々のインタビュー動画（福嶋さん・田口さん・本間さん・斎藤さん） 

＜教材２＞上記方々の活動場所や支援対象である現地の方々を紹介する写真 

 

時限目 「不発弾処理から考える国際支援」 

１ 子どもの活動の流れ 

① ＜授業前＞朝から教室内にさり気なく置かれている不発弾

の実物の殻を、それが何かとは知らずに触って遊ぶ。 

② 動画からラオスの抱える不発弾処理問題や戦争によって大

量の爆弾が投下された歴史的いきさつを知る。 

③ 不発弾の危険性を啓蒙するポスターやシールを見て、ラオス

の人々がいかに危険と隣り合わせで生活しているかの実情

を知る。 

④ ラオスの不発弾処理に対する日本の国際支援をグループで想像する。 

⑤ 日本の国際支援(UXO Lao)を知る。活動の写真や従事する日本人のインタビュー動画を見る。 

⑥ 日本や世界各国の ODA のデータを見る。 

⑦ 子ども調べた太平洋戦争についての資料を確認する。 

⑧ 今も続く沖縄の不発弾処理を報じる TV ニュースの特集動画を見たり面積当たりの不発弾の割合がほ

ぼ等しい試算があることを知ったりする。さらに、自分たちの町浜松でも不発弾が見つかっていることを

知り、不発弾処理問題を他国や昔のことではない身近な問題として捉える。 

⑨ 本時の感想と、国際支援は必要かについて

自分なりの考えを感想用紙に書く。 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 実際の不発弾の殻を用意したことで、子ども

たちの関心が非常に高まった。 

◇ これまで大方の子どもが感想の中で国際支

援は必要であり大切だと書いていたが、今回

の授業を受け、国内の問題への対応を優先

すべきとの間で揺れる意見が多く見られた。 

◆ 浜松でも不発弾が見つかることがあると聞き、他人事ではないと思った。 

5 

不発弾の怖さを感じ、さらに、不発

弾処理は日本国内で今も課題とな

っていることを知り、国際支援と国

内課題解決それぞれの大切さのジ

レンマの中でより広い視野をもって

国際支援を考える素地を養う。 

この時限のねらい 

 

（「朝から置いてあったコレ、何だと思いますか？」） 
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Ⅷ．ラオス実践報告書［矢部航一郎］ 

 

◆ 国際支援もとても大切だと思うけど、その大量に

使っているお金をもう少し日本にも使って、まず

は安心して日本で生活できるようにしてほしい。 

◆ 日本も戦争時代には別の国に爆弾を落としたか

ら、他の国の不発弾処理を手伝う責任があると思

う。 

 

３ 使用した教材 

＜教材１＞不発弾の殻の実物（クラスター爆弾） 

＜教材２＞ラオスの不発弾を紹介する動画（UXO Laos）                       

＜教材３＞啓蒙ポスターや危険を知らせるシール 

＜教材４＞ODA に関するデータ（JICA・外務省） 

＜教材５＞戦争に関する調べ学習のまとめ（夏休みの課題） 

＜教材６＞沖縄の不発弾処理を報じるTVニュース特集動画 

＜教材７＞2013 年に浜松の JR 工場で不発弾が見つかって 

処理されたことを報じるニュース（日テレ HP） 
 

 

時限目 「支援を考える上で大切なこと・支援をする日本の国益」 

１ 子どもの活動の流れ 

① 相談しやすい仲間で３～５人グループを作り、表題のいずれ

かのテーマでブレインストーミングを行う。 

② グループごとに出た意見を全体に発表する。 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 自国の発展のことも踏まえつつ国際支援をする、相手国

のことをきちんと理解した上で支援をすることが必要、支

援をされる側の自立を目指して支援すべきなど、これま

で学んできた中で出てきた意見がたくさんの子どもたち

から発表された。 

◇  国際支

援を行うこと

で世界の中

での日本の

印象が良くなって他国との貿易が広がる、国際社会で発言

力が増すなど、国益についても様々な意見が出た。 

◆ みんなそれぞれ違うことを言っていて、友達の意見から新

しい発見をすることができた。 

6 

支援をする日本側の国益はあるか

という視点で国際支援を考えること

ができる。そして、これまでの活動

を通して考察し続けてきた、支援を

考える上で大切なことをまとめる。 

この時限のねらい 

 

（動画を見て不発弾の恐ろしさを知る） 

 

 

（模造紙に入りきらないほど挙げた考え） 

 
（日本の国益について発表する） 
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時限目 「まとめ・感想」 

１ 子どもの活動の流れ 

① 日本の国際支援を受けた国の感謝の形をいくつか知る。 

② これまでの活動の総括的な考察を文にしたためる。 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 国際支援のあり方や国際社会とこれからどう関わっていこうか、今の自分にできること、一番印象に残っ

ている内容など、それぞれが文にすることができた（下参照）。これらの感想は、後に時間をつくって全

体で共有した。この機会に考えたことをこの先の長い人生に生かしていってもらいたいと願う。 

 

３ 使用した教材 

＜教材１＞ヴィエンチャンやメトロ・マニラ空港の建設で日本の  

ODA があったことを紹介する楯の写真 

＜教材２＞日本の ODA によって橋が修理されたことを紹介する 

パラオ「Japan-Palau Friendship Bridge」の記念切手 

 

■ 全体を通して 

１ 授業を終えて（子どもたちの感想） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 参考文献・資料 

・  新・貿易ゲーム-経済のグローバル化を考える（開発教育協会） 

7 

これまで７時間にわたって活動して

きたことをもとに、総括的な考察を

まとめる。 

この時限のねらい 

 

 

 
 

 

 

 

（紹介した、パラオの橋の記念切手） 


